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鎌
倉
市
坂
ノ
下
の
御ご

霊
り
ょ
う

神
社

の
鳥
居
脇
に
あ
る
ご
神
木
の
タ
ブ

ノ
キ（
椨
の
木
）は
樹
齢
４
０
０

年
と
言
わ
れ
、
鎌
倉
市
の
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
、
か
な
が
わ
名

木
１
０
０
選
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
ク
ス
ノ
キ
科
の
常
緑
の
大
高

木
で
、
高
さ
約
20
ｍ
、
直
径
約

２
ｍ
。
側
枝
が
主
軸
よ
り
勢
い

よ
く
生
長
す
る
仮
軸
分
枝
を
繰

り
返
す
の
が
こ
の
木
の
特
徴
と

あ
っ
て
、
側
枝
が
横
向
き
に
太

く
伸
び
て
い
る
。

　
樹
皮
は
灰
褐
色
で
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
て
い
る
。
葉
は
長
楕
円
形
で

長
さ
は
６
〜
15
㎝
、
幅
３
〜
５

㎝
、
厚
い
革
質
で
は
光
沢
が
あ

り
、
ク
ス
ノ
キ
の
葉
に
似
て
い

る
が
、
た
て
長
で
、
ク
ス
ノ
キ

の
よ
う
に
３
本
の
葉
脈
で
な
く
、

黄
色
い
主
脈
１
本
が
目
立
つ
。

　
鎌
倉
権
五
郎
景
政
を
祀
り
、「
権

五
郎
神
社
」
の
名
前
で
親
し
ま
れ

て
い
る
同
神
社
は
、
鳥
居
の
す
ぐ

前
を
江
ノ
電
が
走
り
抜
け
る
の
で
、

特
に
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
は
多
く

の
撮
り
鉄
、
観
光
客
で
賑
わ
う
。

　
鎌
倉
七
福
神
の
ひ
と
つ
に
数

え
ら
れ
、
毎
年
９
月
18
日
に
行

わ
れ
る
無
形
民
俗
文
化
財
の

「
面
掛
行
列
」
で
は
、
翁
や
阿お
亀か
め、

福
禄
寿
な
ど
の
お
面
を
か
け
た

行
列
が
練
り
歩
き
、
五
穀
豊
穣

や
安
産
を
祈
願
す
る
。

　
ま
だ
蝉
時
雨
が
や
ま
な
い
８
月

下
旬
、
幾
本
も
の
大
木
が
境
内
に

木
陰
を
つ
く
り
、
海
か
ら
の
風
が

涼
や
か
に
通
り
抜
け
て
い
っ
た
。

　
米
国
バ
ー
ジ
ニ

ア
州
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
の
少
年

野
球
リ
ー
グ
の
選

抜
チ
ー
ム
が
、
８

月
５
日
に
来
日
し
、

鎌
倉
市
の
学
童

チ
ー
ム
と
の
親
善

試
合
な
ど
を
楽
し

ん
だ
。
10
日
間
を

日
本
で
過
ご
し
、

帰
る
こ
ろ
に
は
鎌

倉
の
子
供
た
ち
と

も
仲
良
く
な
っ
て
、

交
流
の
成
果
を
あ

げ
た
。

　
米
国
か
ら
日

本
に
野
球
が
伝

わ
っ
て
一
昨
年
で

１
５
０
年
。
そ
の

機
会
に
、
ウ
ィ
リ

ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム

＆
メ
ア
リ
ー
大
学
で
進
め
ら
れ

た
日
米
野
球
外
交
史
研
究
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
今
回
の
訪
日

の
発
端
だ
っ
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー

の
一
人
、
北
村
洋
准
教
授
（
53
）

が
鎌
倉
市
の
七
里
ガ
浜
小
学
校

出
身
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
童

同
士
の
試
合
が
で
き
な
い
か
母

校
の
関
係
者
に
相
談
。
そ
こ
か

ら
鎌
倉
市
学
童
野
球
連
盟
に
話

が
伝
わ
り
、
連
盟
全
体
で
対
応

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
連
盟
の
70
周
年
記
念
事
業
と

し
て
取
り
組
み
、
鎌
倉
市
に
も

協
力
を
要
請
し
た
。ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
は
市
が
提
供
し
て
く
れ

た
」
と
、
藤
田
俊
之
・
連
盟
副

理
事
長
は
話
す
。

　
来
鎌
し
た
の
は
、
11
歳
か
ら

13
歳
ま
で
の
選
手
13
人
と
、
家

族
や
大
学
関
係
者
ら
計
40
余
人
。

５
日
に
到
着
し
、
葉
山
町
の
湘
南

国
際
村
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
し
た
。

　
６
日
に
は
市
が
主
催
し
た
歓

迎
会
が
あ
っ
た
。
７
日
は
鎌
倉

市
内
を
観
光
。
８
日
に
は
、
鎌

倉
の
学
童
チ
ー
ム
も
含
め
た
約

30
人
で
東
京
の
米
国
大
使
館
を

訪
問
し
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
大
使

と
も
面
会
し
て
記
念
写
真
を

撮
っ
た
。
夜
は
東
京
ド
ー
ム
で

巨
人
‐
広
島
戦
を
観
戦
し
た
。

　
親
善
試
合
は
10
・
11
日
の
午

前
中
、笛
田
公
園
野
球
場
で
あ
っ

た
。
学
童
野
球
連
盟
で
は
、
所

属
の
17
チ
ー
ム
か
ら
６
年
生
40

人
を
選
抜
し
、
２
チ
ー
ム
に
分

け
て
６
回
制
の
２
試
合
を
戦
っ

た
。
10
日
の
試
合
は
、
途
中
ま

で
鎌
倉
側
が
リ
ー
ド
し
た
も
の

の
逆
転
さ
れ
、
米
側
が
７
‐
１

の
勝
利
。
11
日
は
、
米
側
が
５

回
裏
に
集
中
打
を
見
せ
て
５
点

を
入
れ
る
と
、
鎌
倉
側
も
６
回

表
に
３
点
を
返
す
好
試
合
。
９

‐
５
で
米
側
が
勝
っ
た
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の
エ

イ
ミ
イ
・
レ
イ
ン
ズ
・
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ
は
「
両
チ
ー
ム
と
も
全

力
で
戦
っ
た
。鎌
倉
は
街
も
ビ
ー

チ
も
す
べ
て
が
す
ば
ら
し
い
」

と
話
し
た
。

　
両
日
と
も
午
後
は
、
遠
投
や

ベ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
競
争
、

フ
リ
ス
ビ
ー
を
使
っ
た
競
技
や

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
な
ど
を
一
緒
に

楽
し
ん
だ
。ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー

グ
の
選
手
は
、２
泊
３
日
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
も
体
験
し
た
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
の

ケ
イ
ド
・
フ
リ
ー
マ
ン
主
将

（
13
）
は
「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は

い
い
経
験
だ
っ
た
。
日
本
人
の

友
だ
ち
も
で
き
た
し
、
小
町
通

で
イ
チ
ゴ
の
お
菓
子
を
買
っ
た

の
は
い
い
思
い
出
」
と
話
す
。

一
方
、
鎌
倉
側
の
主
将
で
関
谷
小

６
年
の
瀬
良
海
成
君（
12
）は「
米

国
の
選
手
は
体
が
す
ご
い
。
大

リ
ー
グ
の
選
手
の
話
な
ど
を
し

た
」
と
言
う
。

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
は
、
米

国
が
独
立
す
る
前
の
バ
ー
ジ
ニ

ア
植
民
地
時
代
に
、
首
都
だ
っ
た

こ
と
も
あ
る
歴
史
の
あ
る
町
だ
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
共
同
リ
ー

ダ
ー
、
マ
ー
カ
ス
・
ホ
ー
ム
ズ

教
授
は
「
鎌
倉
の
方
が
街
の
規

模
は
大
き
い
が
、
ど
ち
ら
も
歴

史
の
あ
る
建
物
が
多
い
。
人
々

は
み
ん
な
礼
儀
正
し
く
親
切
だ
。

国
や
文
化
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

こ
う
し
た
人
々
の
交
流
が
あ
れ

ば
問
題
は
な
い
。
で
も
、
ど
ち

ら
も
暑
い
ね
」
と
話
し
て
い
た
。

　
閉
会
式
で
鎌
倉
市
学
童
野
球

連
盟
の
石
田
創
会
長
は
「
機
会

が
あ
れ
ば
ま
た
ど
こ
か
で
試
合

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
ま
で
頑
張
っ
て
練
習
し
て
、

野
球
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」
と

締
め
く
く
っ
た
。

２
０
１
９
年
以
来

５
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
っ
た
第
76
回
鎌
倉

花
火
大
会
▼
夕
方
か

ら
場
所
を
確
保
し
て

待
っ
て
い
る
と
、
薄
暗
く
な

る
に
つ
れ
て
段
々
と
人
も
増

え
て
い
き
ま
し
た
▼
敷
物
も

目
一
杯
に
敷
か
れ
て
、
京
都

の
「
碁
盤
の
目
」
の
よ
う
に

靴
１
足
分
だ
け
の
ス
ペ
ー
ス

を
空
け
た
通
路
が
か
ろ
う
じ

て
確
保
さ
れ
て
い
る
状
態
に

な
り
ま
し
た
▼
そ
こ
に
外
国

人
の
カ
ッ
プ
ル
が
や
っ
て
き

て
、
人
が
不
在
の
シ
ー
ト
を

少
し
ず
つ
移
動
し
て
通
路
を

塞
ぎ
、
自
分
た
ち
の
場
所
を

確
保
し
て
観
賞
し
始
め
ま
し

た
▼
通
路
が
な
く
な
り
、
自

席
に
戻
る
の
に
も
大
変
な
状

態
で
し
た
が
、
こ
れ
を
私
も

含
め
て
咎
め
る
人
も
お
ら
ず
、

た
だ
た
だ
呆
気
に
と
ら
れ
て

い
ま
し
た
▼
言
わ
な
い
と
伝

わ
ら
な
い
こ
と
は
重
々
承
知

し
て
い
ま
す
が
、
日
本
人
の

暗
黙
の
マ
ナ
ー
の
行
末
を
考

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

（
Ｎ
）

9月

　
　

御
霊
神
社
の
タ
ブ
ノ
キ

文
　
　
小
林
千
穂

写
真
　
松
原
省
吾

鎌
倉
木き

樹ぎ

め
ぐ
り　　
⑥

　
▼
十
二
所
神
社
例
祭
　
８
日

10
時
式
典
。

　
▼
森
戸
大
明
神
大
祭（
葉
山
）

７
日
16
時
宵
宮
祭
、
17
時
焚
き

上
げ
護
摩
神
事
。
８
日
11
時
例

大
祭
、
14
時
神
楽
。

　
▼
甘
縄
神
明
神
社
例
祭
８
日

12
時
神
幸
祭
。14
日
10
時
式
典
。

　
▼
龍
ノ
口
法
難
会
　
11
・
12
日

龍
口
寺
。
夜
店
。
12
日
18
時
法
要

・
難
除
け
ぼ
た
も
ち
ま
き
、
19
時

万
灯
練
り
供
養
。

　
▼
ぼ
た
も
ち
供
養
　
11
・
12

日
。
常
栄
寺
。

　
▼
鶴
岡
八
幡
宮
例
大
祭
14
日

18
時
宵
宮
祭
。
15
日
10
時
例
大

祭
、
13
時
神
幸
祭
。
16
日
13
時
流

鏑
馬
神
事
、17
時
鈴
虫
放
生
祭
。

　
▼
銭
洗
弁
財
天
宇
賀
福
神
社

例
大
祭
　
14
日
10
時
神
事
、
11

時
神
楽
・
狂
言
奉
納
。

　
▼
遊
行
寺
の
法
要
　
14
日
13

時
半
す
す
き
念
仏
会
、
14
・
15

日
秋
季
開
山
忌
。

　
▼
御
霊
神
社
例
大
祭
　
17
日

宵
宮
祭
、
18
日
例
祭
、
13
時
神

楽
、
14
時
半
面
掛
行
列
。

　
▼
松
葉
ヶ
谷
法
難
会
　
27
日

14
時
、
安
国
論
寺
。

　
▼
人
形
供
養
　
10
月
６
日
本

覚
寺
。
９
月
中
受
付
。

親
善
試
合
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
楽
し
む

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
野
球
少
年
団
来
日

日
米
学
童
親
善
野
球
大
会

11
日
の
試
合
、鎌
倉
側
の
攻
撃

　
今
年
３
回
目
の
大
船
夜
市
が

９
月
７
日
11
〜
21
時
、
芸
術
館
通

り
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
の
同
夜

市
実
行
委
員
会
に
、
鎌
倉
青
年
会

議
所
（
鎌
倉
Ｊ
Ｃ
・
森
山
桂
多
理

事
長
、
会
員
35
人
）
が
設
立
60
周

年
記
念
事
業
と
し
て
共
催
。

　「
遊
」「
食
」「
楽
」「
交
」
で

構
成
さ
れ
、「
遊
」
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
鎌

倉
Ｆ
Ｍ
の
子
供
Ｄ
Ｊ
体
験
や
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
体
験
な
ど
。

縁
日
コ
ー
ナ
ー
は
ヨ
ー
ヨ
ー
・

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
。

　「
食
」
は
、
大
船
の
飲
食
店

の
地
元
屋
台
グ
ル
メ
や
大
船
渡

市
の
蒸
し
カ
キ
、
ほ
た
て
焼
き
、

な
ど
の
海
鮮
グ
ル
メ
。

　「
楽
」
は
、
買
い
物
や
ス
テ
ー

ジ
で
10
数
団
体
が
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
。「
交
」
は
大
船
渡

市
や
北
陸
地
方
の
支
援
と
交
流

の
場
と
し
て
出
店
や
物
産
展
を
。

　
大
船
に
賑
わ
い
を
つ
く
り
、

交
流
を
生
み
、
繋
が
り

を
広
げ
て
盛
り
上
げ
る
。

　
日
本
青
年
会
議
所
関

東
地
区
神
奈
川
ブ
ロ
ッ

ク
協
議
会
主
催
の
第
52

回
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
鎌
倉
大
会
が
こ
の
日
、
鎌
倉
芸

術
館
で
開
催
さ
れ
る
。
鎌
倉
で
の

開
催
は
15
年
ぶ
り
で
、
一
般
の

参
加
も
で
き
る
。

　
大
会
は
〝
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
ｓ
（
新
た

な
価
値
の
祭
典
）〞
と
題
し
て
３
つ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
構
成
さ
れ
る
。

　
10
時
、「
Ａ
Ｉ
と
こ
れ
か
ら
の

組
織
」、
11
時
半
、
元
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
ゼ
ネ
ラ
ル
サ
ー
ビ

ス
部
長
安
孫
子
薫
さ
ん
ら
の
「
か

な
が
わ
に
泊
ま
ろ
う
！
〜
地
域
で

支
え
合
う
新
し
い
観
光
」、
13
時

20
分
、
ピ
ン
芸
人
「
み
ほ
と
け
」

ら
が
鎌
倉
の
夜
の
魅
力
を
語
る
。

　
無
料
。
申
込
不
要
。
先
着

２
０
０
人
に
大
船
夜
市
の
商
品

券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　
問
い
合
わ
せ
実
行
委
・
深
堀

さ
ん
☎
０
７
０・
２
８
０
８・
４
５

９
１（
２
面「
ひ
と
」欄
に
関
連
記
事
）

日
本
青
年
会
議
所
神
奈
川
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

鎌
倉
Ｊ
Ｃ
が
60
周
年
記
念
で

第
３
回
大
船
夜
市


